
　

地
域
で
助
け
合
い
な
が
ら
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
を
開

催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
に
関

心
が
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
・
内
容
＝
表
の

と
お
り　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
２
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　

衣
笠
学
習
の
森
で
間
伐
し
た
木
を
「
ホ

ダ
木
」
と
し
て
、
シ
イ
タ
ケ
・
ヒ
ラ
タ
ケ

の
菌
（
種
）
打
ち
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）　

▼
場
所

＝
衣
笠
学
習
の
森
（
集
合
場
所
＝
衣
笠
市

民
館
）　

▼
定
員
＝
50
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
弁
当
・

飲
み
物
・
軍
手
・
筆
記
用
具　

▼
申
し
込

み
＝
２
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
そ
の
他
＝
昼
食
時
に
味
噌
汁
を
サ
ー
ビ

ス
し
ま
す
。
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
、お
わ
ん
・

箸
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
／
菌
打
ち
し
た

「
ホ
ダ
木
」
は
、
各
種
一
人
１
本
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。
／
木
の
片
付
け
な
ど
を
行

う
た
め
、
森
で
の

軽
作
業
が
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３

　

23
局
０
１
８
０

　

愛
す
る
家

族
や
友
人
が

目
の
前
で
倒

れ
た
と
き
、

あ
な
た
は
何

が
で
き
ま
す

か
？

　

田
原
市
消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取

り
扱
い
を
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

▼
日
時
＝
３
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
場
所
＝
田
原
市
消
防
署　

▼
定

員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

　

愛
知
県
で
は
、
消
費
者
を
と
り
ま
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の
推

進
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

【
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
】

❶
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商

品
、不
当
な
表
示
、悪
質
商
法
、生
活
必

需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の
監
視
・
通
報

❷
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年
５
回

程
度
）

❸
生
活
必
需
品
な
ど
で
、
県
が
特
に
必
要

と
し
た
場
合
の
需
給
・
価
格
調
査

❹
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・
要
望
の

提
出

❺
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に
関

す
る
情
報
の
提
供

❻
研
修
会
（
年
１
回
の
予
定
）
へ
の
出
席

▼
対
象
＝
満
20
歳
以
上
の
愛
知
県
内
在
住

者　

▼
任
期
＝
４
月
の
依
頼
日
〜
平
成
21

年
３
月
31
日　

▼
謝
礼
＝
年
額
７
０
０
０

円
（
予
定
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
13
日

（
水
）
ま
で
に
市
役
所
商
工
観
光
課
ま
た

は
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
あ
る
申
込

用
紙
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
３
３
７

　
（
０
５
３
２
）52
局
７
３
８
８

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/kenm

in
/shohiseikatsu/m

onitor/

き
の
こ
菌
打
ち
体
験 

参
加
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

受
講
者

開催日 時間 内容・講師

３月３日
（月）

午後
１時30分
～３時45分

『高齢者の理解と援助の原則』（講義）
講師 ▼日本福祉大学社会福祉総合研修センター研修講
師・飯島 佳代さん（看護師）

３月10日
（月）

午後
１時30分
～４時30分

『レクリエーションから介護予防を考える』（演習）
講師 ▼びわじまレクリエーションスポーツスタディ主宰・
江口 正己さん（レクリエーションコーディネーター）

３月17日
（月）

午後
１時30分
～３時45分

『ボランティア活動のすすめ』（講義）
講師 ▼日本福祉大学社会福祉総合研修センター研修講
師・山田 誠司さん（なないろくりえいと代表）

■ボランティア養成研修受講者

普
通
救
命
講
習
会 

受
講
者

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

平成20年2月1日 　  　　　　　　　　│ 16 │


